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東扇島東公園 

消防団協力事業所の表示証（右） 

議長・副議長の主な出席行事（20年10月～12月） 
●20年10月 
 9日(木) 平成20年度川崎市戦没者追悼式 
 18日(土) 市民と働く者のフェスタ2008 
 19日(日) かわさき健康都市宣言第35回川崎市中小企業大運動会 
 25日(土) 第31回手をつなぐ体育祭 
 29日(水) 第46回川崎市社会福祉大会 
●20年11月 
 1日(土) 第31回かわさき市民祭り開会式 
 7日(金) 平成20年度川崎市文化賞等の贈呈式 
 16日(日) 2008川崎国際多摩川マラソン 
 17日(月) 第23回川崎市全町内会大会 
 18日(火) 平成20年度川崎市技能功労者等表彰式 
 20日(木) 平成20年度川崎市保健衛生功労者表彰式及び川崎市血液対策事業推進功労者表彰式 
 20日(木) 第25回平和都市宣言記念「人権の尊重と平和を願う市民のつどい」 
●20年12月 
 6日(土) 第28回川崎市民のつどい 
  このほか、各種行事に出席しています。 
 

文化賞等の贈呈式であいさつをする 
玉井副議長 

川崎国際多摩川マラソンで 
スターターを務める鏑木議長 

◆
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
（
六
面
） 

　
市
が
委
嘱
し
た
警
察
官
Ｏ
Ｂ
な
ど
の
防
犯

の
専
門
家
で
、
学
校
の
定
期
的
な
巡
回
や
安

全
点
検
、
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
指

導
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

◆
即
決
和
解
（
六
面
） 

　
財
産
上
の
争
い
に
つ
い
て
、
訴
訟
に
よ
ら

ず
に
双
方
の
合
意
で
解
決
の
見
込
み
が
あ
る

場
合
に
、
簡
易
裁
判
所
で
和
解
を
す
る
手
続

き
で
す
。
調
書
の
内
容
は
判
決
と
同
様
の
効

力
を
持
ち
、
合
意
内
容
が
実
行
さ
れ
な
い
場

合
は
強
制
執
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

     

●
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
の
分
別
収
集 

　
　
　
モ
デ
ル
収
集
の
地
域
を
拡
大
し
て
き
た

が
、
今
後
の
あ
り
方
は
。 

　
　
　
二
十
二
年
に
浮
島
処
理
セ
ン
タ
ー
の
敷

地
内
に
圧
縮
こ
ん
包
を
行
う
中
間
処
理
施
設
を

整
備
し
、
二
十
三
年
一
月
か
ら
全
市
で
分
別
収

集
を
実
施
す
る
。 

●
行
財
政
改
革
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
還
元 

　
　
　
こ
れ
ま
で
の
実
施
状
況
は
。 

　
　
　
十
八
年
度
か
ら
私
立
幼
稚
園
保
育
料
等

補
助
の
拡
充
、
小
児
医
療
費
助
成
の
拡
充
な
ど

に
順
次
取
り
組
み
、
総
額
三
十
億
円
程
度
の
還

元
を
行
う
こ
と
と
し
た
。 

     

●
財
政
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し 

　
　
　
歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税
の
見
通
し
は
。 

　
　
　
市
税
収
入
の
二
十
一
年
度
の
見
通
し
は
、

個
人
市
民
税
は
人
口
の
増
加
が
続
き
堅
調
に
推

移
す
る
も
の
と
期
待
す
る
が
、
法
人
市
民
税
は

景
気
減
速
に
よ
る
企
業
の
収
益
力
の
低
下
が
見

込
ま
れ
大
変
厳
し
い
も
の
に
な
る
と
考
え
る
。 

●
小
学
校
の
農
山
漁
村
長
期
宿
泊
体
験
活
動 

　
　
　
初
め
て
の
試
み
だ
が
内
容
と
成
果
は
。 

　
　
　
民
泊
先
の
家
族
と
生
活
を
共
に
し
な
が

ら
自
然
体
験
や
野
菜
の
収
穫
、
森
林
伐
採
作
業

や
酪
農
に
か
か
わ
る
飼
育
を
し
、
命
の
尊
厳
や

感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。 

     

●
川
崎
駅
東
口
周
辺
の
自
転
車
総
合
対
策 

　
　
　
自
転
車
と
歩
行
者
を
分
離
し
安
全
を
図

る
た
め
、
自
転
車
道
の
整
備
を
ど
う
進
め
る
か
。 

　
　
　
市
役
所
通
り
・
新
川
通
り
は
歩
道
上
の

既
設
駐
輪
場
を
撤
去
し
、
歩
道
の
幅
員
を
確
保

し
た
上
で
歩
行
者
と
自
転
車
を
分
離
す
る
こ
と

を
目
指
し
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
二
十
二

年
度
の
整
備
完
了
に
向
け
取
り
組
み
た
い
。 

●
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
再
編
整
備 

　
　
　
今
後
移
転
、
改
築
を
ど
う
図
る
の
か
。 

　
　
　
関
係
局
で
構
成
す
る
検
討
委
員
会
で
検

討
し
、
二
十
年
度
中
に
再
編
整
備
に
向
け
基
本

的
な
考
え
方
を
示
す
予
定
で
あ
る
。 

     

●
街
路
樹
の
維
持
管
理 

　
　
　
市
道
菅
56
号
線
の
歩
道
上
の
樹
木
は
大

き
く
育
ち
、
車
椅
子
利
用
者
や
高
齢
者
に
は
歩

き
に
く
い
。
今
後
の
対
策
は
。 

　
　
　
歩
道
表
層
の
平
た
ん
性
が
保
た
れ
て
い

な
い
の
で
二
十
年
度
以
降
補
修
工
事
を
し
た
い
。 

●
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度 

　
　
　
市
の
認
定
基
準
の
特
長
は
。 

　
　
　
協
力
事
業
所
を
幅
広
く
求
め
る
こ
と
が

必
要
と
の
観
点
か
ら
従
業
員
で
あ
る
消
防
団
員

数
を
二
人
以
上
と
し
た
こ
と
、
平
素
か
ら
訓
練

場
所
な
ど
を
提
供
し
消
防
団
活
動
へ
運
営
協
力

を
行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
特
長
で
あ
る
。 

                       

●
自
転
車
の
安
全
対
策 

　
　
　
自
転
車
事
故
が
増
加
し
て
い
る
が
、
事

故
削
減
の
た
め
の
工
夫
、
取
り
組
み
は
。 

　
　
　
正
し
い
運
転
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
る
「
セ

ー
フ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
」
の
開
催
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
学
校
・
警
察
な
ど

と
連
携
し
交
通
安
全
対
策
を
推
進
し
た
い
。 

●
紙
お
む
つ
の
リ
サ
イ
ク
ル 

　
　
　
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。 

　
　
　
一
般
廃
棄
物
に
該
当
す
る
紙
お
む
つ
の

リ
サ
イ
ク
ル
は
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
な
ど
に
寄
与
す

る
が
施
設
の
誘
致
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、当
面
は

市
処
理
セ
ン
タ
ー
で
適
正
に
処
理
を
行
い
た
い
。 

     

●
多
摩
病
院
ま
で
の
バ
ス
路
線
延
伸 

　
　
　
カ
リ
タ
ス
線
延
伸
に
向
け
た
見
通
し
は
。 

　
　
　
市
バ
ス
路
線
の
公
共
施
設
へ
の
接
続
は

重
要
で
あ
り
、
今
後
二
十
一
年
度
の
早
い
段
階

で
対
応
で
き
る
よ
う
具
体
的
に
検
討
し
た
い
。 

●
Ｊ
Ｒ
南
武
線
稲
田
堤
駅
の
ア
ク
セ
ス
向
上 

　
　
　
地
域
の
構
想
を
ど
う
受
け
止
め
る
の
か
。

ま
た
駅
ア
ク
セ
ス
向
上
計
画
策
定
の
見
通
し
は
。 

　
　
　
橋
上
駅
舎
化
な
ど
の
事
業
化
に
向
け
て

は
、
地
域
の
理
解
と
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
地
域
か
ら
の
提
案
な
ど
も
参
考
に
橋
上
駅

舎
化
や
こ
線
橋
整
備
な
ど
各
駅
に
最
適
な
整
備

手
法
案
を
策
定
し
て
い
き
た
い
。 

     

●
大
規
模
墓
地
開
発 

　
　
　
宮
前
区
に
隣
接
す
る
横
浜
市
牛
久
保
に

建
設
さ
れ
る
墓
地
は
、
市
で
義
務
付
け
る
緑
地

帯
の
確
保
な
ど
、
周
辺
に
配
慮
し
た
計
画
と
な

る
よ
う
横
浜
市
に
再
度
申
し
入
れ
で
き
な
い
か
。 

　
　
　
本
来
横
浜
市
の
条
例
の
対
象
外
で
あ
る

市
の
周
辺
住
民
も
あ
っ
せ
ん
の
対
象
に
入
れ
る

な
ど
配
慮
を
い
た
だ
い
て
い
る
。 

●
区
役
所
・
出
張
所
の
機
能
再
編 

　
　
　
将
来
端
末
中
心
の
対
応
を
目
指
す
の
か
。 

　
　
　
窓
口
の
無
人
化
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、

再
編
後
も
証
明
発
行
窓
口
を
存
続
し
、
市
民
協

働
拠
点
と
し
て
地
域
振
興
機
能
の
充
実
を
図
る
。 

     

●
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減 

　
　
　
太
陽
熱
温
水
器
な
ど
の
太
陽
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用
設
備
に
対
し
、
普
及
の
た
め
の
啓
発
や

推
進
計
画
を
持
つ
べ
き
で
は
。 

　
　
　
太
陽
熱
温
水
器
な
ど
の
導
入
は
家
庭
か

ら
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
す
る
上
で
大
変

有
効
で
あ
り
普
及
推
進
を
検
討
し
た
い
。 

●
南
百
合
丘
小
学
校
の
校
庭
整
備 

　
　
　
ゲ
リ
ラ
的
な
豪
雨
の
際
、
雨
水
が
校
庭

の
側
溝
に
流
れ
ず
校
庭
が
プ
ー
ル
の
よ
う
に
な

る
。
今
後
の
整
備
計
画
は
。 

　
　
　
二
十
一
年
度
の
早
期
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
改

良
工
事
な
ど
を
実
施
で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い
。 

     

●
鹿
島
田
駅
西
部
地
区
の
再
開
発
事
業 

　
　
　
地
域
に
住
み
続
け
、
営
業
を
継
続
で
き

る
方
策
は
。 

　
　
　
再
開
発
会
社
が
権
利
者
と
の
個
人
面
談

を
実
施
し
、
補
償
内
容
や
生
活
再
建
策
な
ど
の

意
向
を
確
認
し
て
い
る
。
今
後
は
意
向
に
沿
っ

た
生
活
再
建
が
で
き
る
よ
う
調
整
を
図
り
た
い
。 

●
幹
線
道
路
の
愛
称 

　
　
　
市
道
古
市
場
矢
上
線
の
道
路
の
愛
称
を

公
募
し
検
討
す
る
こ
と
を
、
区
の
協
働
推
進
事

業
と
し
て
考
え
ら
れ
な
い
か
。 

　
　
　
地
域
の
盛
り
上
が
り
や
合
意
形
成
な
ど

を
踏
ま
え
関
係
局
区
と
協
議
し
た
い
。 

     

●
東
扇
島
東
公
園
で
の
貝
類
の
採
取 

　
　
　
業
者
の
乱
獲
が
危
ぐ
さ
れ
る
中
、
採
取

を
規
制
す
る
看
板
設
置
な
ど
の
取
り
組
み
は
。 

　
　
　
今
後
他
都
市
を
参
考
に
、
潮
干
狩
り
の

時
期
ま
で
に
一
定
の
ル
ー
ル
化
を
図
り
、
規
制

看
板
の
設
置
な
ど
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
い
。 

●
市
営
住
宅
の
空
き
駐
車
場
管
理 

　
　
　
市
の
財
産
有
効
活
用
の
観
点
か
ら
居
住

者
以
外
に
も
貸
し
出
す
べ
き
で
あ
る
。
中
野
島

住
宅
で
は
住
民
組
織
に
貸
し
付
け
る
と
の
こ
と

だ
が
、
同
様
の
要
望
へ
の
対
応
は
。 

　
　
　
住
宅
供
給
公
社
へ
の
一
括
管
理
も
含
め
、

対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

 

     

●
商
店
街
振
興
策 

　
　
　
秋
の
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
ぶ
り
に
比
べ
る

と
、
春
が
弱
い
。
春
先
に
イ
ベ
ン
ト
を
検
討
で

き
な
い
の
か
。 

　
　
　
開
催
時
期
は
各
主
催
者
の
自
主
的
な
判

断
に
よ
る
も
の
で
、
今
後
も
効
果
的
な
情
報
発

信
を
支
援
し
商
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
。 

●
東
扇
島
東
公
園
の
の
り
養
殖 

　
　
　
二
十
年
十
二
月
に
の
り
養
殖
が
復
活
し

た
。
ど
う
学
習
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。 

　
　
　
の
り
づ
く
り
は
川
崎
の
昔
の
暮
ら
し
や

文
化
を
学
ぶ
機
会
と
な
る
。
今
後
は
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
体
験
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。 

     

●
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー 

　
　
　
現
状
と
課
題
は
。 

　
　
　
三
名
と
い
う
限
ら
れ
た
人
数
の
た
め
、

市
内
各
小
・
中
・
高
等
学
校
か
ら
の
相
談
な
ど

に
十
分
対
応
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
児
童
相

談
所
な
ど
の
諸
機
関
や
各
区
こ
ど
も
支
援
室
な

ど
と
の
一
層
の
連
携
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。 

●
教
育
委
員
の
活
動
状
況 

　
　
　
教
育
委
員
会
不
要
論
が
出
て
い
る
が
、

教
育
委
員
の
活
動
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
は
。

　
　
　
教
育
委
員
に
は
市
の
教
育
課
題
の
解
決

と
教
育
行
政
の
活
性
化
に
向
け
て
今
後
と
も
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

     

●
高
速
川
崎
縦
貫
線 

　
　
　
国
道
4
0
9
号
の
市
へ
の
権
限
移
譲
に

係
る
協
議
で
市
は
国
に
条
件
を
付
し
た
が
、
一

方
的
に
権
限
移
譲
を
求
め
ら
れ
た
際
の
対
応
は
。 

　
　
　
高
速
川
崎
縦
貫
線
と
国
道
4
0
9
号
は

国
道
15 
号
ま
で
の
整
備
の
完
了
を
条
件
と
し
、

解
決
前
に
権
限
移
譲
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。 

●
京
急
大
師
線
連
続
立
体
交
差
事
業 

　
　
　
実
施
に
は
既
に
相
当
な
投
資
が
さ
れ
た
。

川
崎
縦
貫
道
路
な
ど
も
重
要
で
は
あ
る
が
鉄
道

系
と
道
路
系
は
ど
ち
ら
を
優
先
し
進
め
る
の
か
。 

　
　
　
い
ず
れ
も
重
要
な
事
業
と
認
識
し
、
着

実
か
つ
効
果
的
な
執
行
体
制
を
構
築
し
た
い
。 

一   般  質  問  12　 月   18   日 


